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株式会社電通国際情報サービス

2016年12⽉期 第1四半期
（2016年1⽉1⽇〜2016年3⽉31⽇）

決算補⾜資料

当社は2015年度より決算⽇を３⽉31⽇から12⽉31⽇に変更いたしました。このため、本資料における当第1四半期の
分析につきましては、前年の同３ヶ⽉（2015年１⽉１⽇〜2015年3⽉31⽇）業績との⽐較により記載しております。

【売上】 ⼤型案件のﾋﾟｰｸｱｳﾄや主要顧客の決算期変更等の影響により減収
【利益】 ｺﾝｻﾙやｿﾌﾄｳｪｱ製品を中⼼に売上総利益率は改善したものの、減収の影響により

営業利益/経常利益は減益。⼀⽅、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年
同期に特別損失（ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰのｻｰﾋﾞｽ終了に伴う費⽤）を計上した反動により増益。

(1)2016年12⽉期 第1四半期連結業績
（単位：百万円）

2016年12⽉期
第1四半期

前年同期（2015年1-3⽉）との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 20,127 24,472 ▲4,345 ▲17.8

売上総利益 6,684 7,936 ▲1,252 ▲15.8

売上総利益率 33.2％ 32.4% +0.8pts －

販売費及び⼀般管理費 4,657 4,531 +126 +2.8

営業利益 2,027 3,405 ▲1,378 ▲40.5

営業利益率 10.1％ 13.9% ▲3.8pts －

経常利益 2,112 3,700 ▲1,588 ▲42.9

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,605 1,492 +113 +7.6
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2015年
1-3⽉実績

(単位：億円)

減収の影響
▲14.0

2016年
1-３⽉実績
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販管費増
▲1.2

円安の影響
▲2.0

営業利益
20.2

売総率向上
＋3.4

営業利益
34.0 前年同期⽐

▲13.8
減益

主として販管費中⼈件費
の増加。

(2)営業利益の増減要因

ｺﾝｻﾙ、ｿﾌﾄｳｪｱ製品を中⼼
に売上総利益率0.8pts
向上。

(3)事業セグメント別売上⾼および営業利益
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（単位：百万円）

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ 2016年12⽉期
第1四半期

前年同期（2015年1-3⽉）との⽐較

前年同期 増減額 増減率(％)

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ
売上⾼ 5,316 6,804 ▲1,488 ▲21.9
営業利益 413 1,031 ▲618 ▲59.9

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ
売上⾼ 3,993 4,356 ▲363 ▲8.3
営業利益 493 233 ＋260 ＋111.6

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ
売上⾼ 6,845 7,686 ▲841 ▲10.9
営業利益 656 984 ▲328 ▲33.3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT
売上⾼ 3,972 5,624 ▲1,652 ▲29.4
営業利益 463 1,157 ▲694 ▲60.0

⾦融 「BANK・R」が拡⼤したが、 「Stream-R」およびﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ向け受託ｼｽﾃﾑ開発の減少により減収減益。
ﾋﾞｼﾞﾈｽ 「POSITIVE」が拡⼤したものの、複数の⼤型案件がﾋﾟｰｸｱｳﾄしたため減収。

⼀⽅、受託ｼｽﾃﾑ開発ならびにｿﾌﾄｳｪｱ製品を中⼼とした収益性向上により増益。
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ ｺﾝｻﾙが⾃動⾞業界向けを中⼼に拡⼤したものの、CAD等のｿﾌﾄｳｪｱ商品販売の減少により減収減益。
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 電通との協業ﾋﾞｼﾞﾈｽは前年同期並みに推移したものの、電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けの減少により減収減益。

［BANK・R］・・・次世代融資ｿﾘｭｰｼｮﾝ ［Stream-R］・・・⽇銀決済流動性管理ｼｽﾃﾑ ［POSITIVE］・・・⼈事管理ｿﾘｭｰｼｮﾝ



(4)サービス品⽬別 連結売上⾼
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ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ ⾃動⾞業界向けMBDの導⼊⽀援に加え、製品開発における解析ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ等の領域が拡⼤
受託ｼｽﾃﾑ開発 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟならびにﾒｶﾞﾊﾞﾝｸ向けが減少
ｿﾌﾄｳｪｱ製品 「BANK・R」「POSITIVE」が拡⼤したものの、「Stream-R」「iPLAss」等が減少
ｿﾌﾄｳｪｱ商品 「NX」「Teamcenter」等の設計開発分野が減少
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けを中⼼に減少
情報機器他 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けならびに⾦融業向けを中⼼に減少

（単位：百万円）

ｻｰﾋﾞｽ品⽬ 2016年12⽉期
第1四半期

前年同期（2015年1-3⽉）との⽐較
前年同期 増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 1,742 1,618 +124 +7.7

受託ｼｽﾃﾑ開発 5,043 7,137 ▲2,094 ▲29.3

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 3,724 4,139 ▲415 ▲10.0

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 6,442 7,379 ▲937 ▲12.7

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運⽤保守 1,699 2,253 ▲554 ▲24.6

情報機器販売その他 1,473 1,943 ▲470 ▲24.2

［iPLAss］・・・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ ［NX］・・・3次元CADｿﾌﾄｳｪｱ ［Teamcenter］・・・製品ﾗｲﾌｻｲｸﾙ管理（PLM）ｿﾘｭｰｼｮﾝ

(5)連結貸借対照表
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（単位：百万円）

2016年
3⽉31⽇

2015年
12⽉31⽇

対前期末
増減 主な増減要因(対前連結会計年度末)

流動資産 51,868 50,181 ＋1,687
預け⾦の増加(＋1,261)
売上債権の増加(＋835)
有価証券の減少（▲700）

固定資産 11,572 12,934 ▲1,362
投資有価証券の減少（▲623）
ｿﾌﾄｳｪｱの減少(▲231)
有形固定資産の減少（▲180）

資産合計 63,440 63,115 ＋325

流動負債 18,812 19,192 ▲380 前受⾦の減少（▲1,142)
仕⼊債務の増加(＋832)

固定負債 1,809 1,926 ▲117 ﾘｰｽ債務の減少（▲91）

負債合計 20,622 21,118 ▲496

純資産合計 42,818 41,997 ＋821 利益剰余⾦の増加（＋1,019)
その他の包括利益累計額の減少（▲194）

負債純資産合計 63,440 63,115 ＋325



(6)受注⾼・受注残⾼
（単位：百万円）

受注⾼ 受注残⾼

2016年12⽉期
第1四半期

前年同期⽐
（2015年1-3⽉）

増減率(%)
2016年12⽉期

第1四半期末
前年同期⽐

（2015年1-3⽉）
増減率(%)

合計 10,229 ＋7.5 7,472 ＋8.8

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別
内訳

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 4,336 ▲1.2 3、042 ＋12.5

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ 2,081 ＋13.7 1,971 ▲20.0

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ 1,113 ＋5.4 518 ＋80.5

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 2,698 ＋20.6 1,940 ＋37.4

ｻｰﾋﾞｽ品⽬別
内訳

受託ｼｽﾃﾑ開発 6,541 ＋11.6 4,701 ＋22.2

ｿﾌﾄｳｪｱ製品ｱﾄﾞｵﾝ開発 1,640 ＋4.7 1,599 ▲17.5

ｿﾌﾄｳｪｱ商品ｱﾄﾞｵﾝ開発 2,046 ▲1.9 1,170 ＋7.9

※ 受注⾼・受注残⾼は、当社ｻｰﾋﾞｽ品⽬のうち、受託ｼｽﾃﾑ開発(保守含む)、ｿﾌﾄｳｪｱ製品およびｿﾌﾄｳｪｱ商品のｱﾄﾞｵﾝ開発(保守含む)のみ
が対象です。ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、ｿﾌﾄｳｪｱ製品・商品のﾗｲｾﾝｽ/ﾗｲｾﾝｽ保守、ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ、情報機器等は含まれておりません。
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業績予想
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注） この資料に記載しております業績の予想数値は、業界の動向、顧客の状況、その
他現時点で⼊⼿可能な情報による判断及び仮定により算出した⾒通しであり、
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、予想に内在する
不確定要因や内外の状況変化等により、実際の業績は当該予想とは異なる場
合がありますのでご承知おきください。
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 上期および通期の業績予想に対し概ね計画通りに進捗しており、2016年2⽉9⽇に発表した
予想から修正はありません。

2016年12⽉期 業績予想

（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前年同期（2015年1-12⽉）との⽐較

上期
前年同期（2015年1-6⽉）との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 82,013 81,243 +770 +0.9 40,179 40,176 ＋3 ＋0.0

営業利益 5,700 5,527 ＋173 +3.1 2,675 2,668 ＋7 ＋0.3

営業利益率 7.0% 6.8% +0.2p － 6.7％ 6.6％ ＋0.1p －

経常利益 5,873 6,227 ▲354 ▲5.7 2,752 3,118 ▲366 ▲11.7

親会社株主に帰属する
当期純利益 3,871 4,507 ▲636 ▲14.1 1,794 1,075 ＋719 +66.9

- 10 -

2016年12⽉期 業績予想（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）
（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前年同期（2015年1-12⽉）との⽐較

上期
前年同期（2015年1-6⽉）との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭー ｼｮﾝ 24,667 24,656  ＋11 ＋0.0 11,815 11,824  ▲9 ▲0.1

ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽｿﾘｭー ｼｮﾝ 15,113 15,534 ▲421 ▲2.7 7,374 7,560 ▲186 ▲2.5

ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ ｿﾘｭー ｼｮﾝ 24,074 23,275 +799 +3.4 12,207 11,761 +446 +3.8

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝIT 18,158 17,777 ＋381 ＋2.1 8,781 9,030 ▲249 ▲2.8

合計 82,013 81,243 +770 +0.9 40,179 40,176 ＋3 ＋0.0
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2016年12⽉期 業績予想（ｻｰﾋﾞｽ品⽬別）
（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前年同期（2015年1-12⽉）との⽐較

上期
前年同期（2015年1-6⽉）との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 4,414 4,969 ▲555 ▲11.2 2,187 2,077 ＋110 ＋5.3

受託ｼｽﾃﾑ開発 24,519 23,796 ＋723 ＋3.0 11,380 11,893 ▲513 ▲4.3

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 14,237 14,506 ▲269 ▲1.9 6,827 6,677 ＋150 ＋2.2

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 24,422 23,957 ＋465 ＋1.9 12,074 12,369 ▲295 ▲2.4

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・
運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ 7,873 7,509 ＋364 ＋4.8 3,782 3,843 ▲61 ▲1.6

情報機器・その他 6,546 6,504 ＋42 ＋0.6 3,926 3,314 ＋612 ＋18.5

合計 82,013 81,243 +770 +0.9 40,179 40,176 ＋3 ＋0.0

主要ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ ＜2016年2⽉〜2016年4⽉＞
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⾦融ソリューションセグメント

2/16 【FinTech】国内企業4社協働によるブロックチェーン技術の実証実験開始について
2/26 「⾦融イノベーションビジネスカンファレンスFIBC2016」の受賞サービスを発表

〜FIBC⼤賞はAlpacaDB, Inc.の『Capitalico』が受賞〜

エンジニアリングソリューションセグメント

3/4 製造業のフィールド業務分野で⽶サービスマックスと提携

コミュニケーションITセグメント

2/16 UBIC⼦会社のRappaと業務提携、 ⼈⼯知能による「デジタルキュレーション」の実装⽀援を提供開始

3/23 「瀬⼾内ブランドコーポレーション」設⽴に参画

オープンイノベーションラボ・他

3/30 筑波⼤・落合陽⼀⽒と共同で未来の街の3Dメディアを「うめきたフェスティバル2016」に出展

3/31 優良な⼦育てサポート企業として「プラチナくるみん」認定を取得


